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奈良にも進出「横浜家系」

直伝スープの実力を見よ

世界
遺産リレー連載

本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。

共同精版印刷株式会社は、奈良をもっと元気にするために、
奈良観光の擬人化キャラクターを育てます。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035
大 阪 支 社：〒542-0082  大阪市中央区島之内1丁目12-3　TEL 06-6271-7951　FAX 06-6271-7954
東 京 支 社：〒116-0014  東京都荒川区東日暮里5丁目6-4　TEL 03-3802-4741　FAX 03-3802-4740

共同精版印刷株式会社
編集／制作／発行

http://www.kspkk.co.jp/
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道の駅NARA 9
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杉の湯 川上

1

「imajin21」は発刊から15年の時

が過ぎ、おかげさまで創刊30号を迎

えました。当誌をご愛顧頂いており

ます皆様方のご支援の賜物と心か

ら感謝申し上げます。この15年で情

報伝達を取り巻く環境は大きく変わ

りました。私たちは印刷というコミュニケーション・ツール

を使って、社会、奈良、文化などを発信する―そんな発刊

時の理念を継承し、真価が問われる時であると認識して

おります。この記念号では、新たに誕生した奈良観光擬

人化キャラクター「真白鹿乃子」ちゃんが食べて、感じ

て、体験したことを紹介して参ります。文化と情報を伝達

する印刷メディアとして引き続きご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。

代表取締役社長　近東　宏佳
啓林堂書店の外さない本棚

02 ラーメン

経もなく　緯も定めず　少女らが
　　　　　　　　織る黄葉に　霜なふりそね

錦秋は人々の琴線に触れ、愛おしさや切なさを誘います。
山が黄や紅に染まる季節、大津皇子も酔いました。

鮮やかな色彩を縦横自在に織った錦に例え、今はまだ霜よ降っ
てくれるなと。黄色い絨毯を渡っていく鹿たちも冬の厳しさを
知っています。山の幸豊かな秋が一日でも長く続きますように。

奈良万葉活写

2 傘
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。
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※
。
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各地で実力を振るう横浜家系ラーメンが奈良でもファンを
うならせている。豚骨醬油のスープには店主が修業してい
た横浜の介一家直伝の醬油タレを使用。鶏油もスープを引
き立てる。提供するラーメンは３種類。屏風のようにそそり
立つ海苔をいつ食べるかなどと思案しつつ、中太麺をスー
プごと盛大にすすり食せば、家系の実力を堪能できる。

奈良市南京終町714-13
TEL 090-8797-0365
■営業時間 11:30～14:30 17:30
～21:30／㊡ 木曜　Ⓟ 2台

もちもち感が特徴の中太麺と豚骨を
８時間煮込んだ純粋スープが自慢

850円（税込）

スペシャルラーメン

山手家
やま   て     や

天理市別所町81-8 通眞ヨシエビル1F
TEL 0743-85-7200
■営業時間 11：00～15：00
17：00～22：00／㊡ 水曜  Ⓟ 有

力皇店主の
力皇 猛さん

りきおう。その 名から強くて 、豪 快 で 、がっちりうまそうな
オーラが漂う。というのも、桜井市出身の店主、力皇猛さん
は元力士で元プロレスラー。特製の極太麺と豚の各部位か
ら一日かけて抽出した濃厚スープで堂々と勝負する。ちゃん
こ仕込みの鶏つくねなど素材から厳選した具材の「全部の
せ」で力皇らーめんの真骨頂をいただこう。

ガツンと濃厚豚骨

  パワフル麺ここにあり

全部のせは鶏つくね３個、チャ
ーシュー３枚、煮卵１個のフル
パワー。

1,080円（税込）

力皇らーめん 極
力皇麺 全部のせ

麺場 力皇
りき  おう

奈
良
に
純
情
の
麺
あ
り

ナ
ラ
メ
ン
で
温
ま
ろ
う

奈良もえしょくプロジェクト

 奈良観光擬人化キャラクター

『真白 鹿乃子』
ちゃん

ま　 しろ か　  の　  こ

2015年10月
DEBUT！！

もえしょくプロジェクトは、地域の名産品や企業
を擬人化という手法でキャラクターにし、全国
各地、そして世界中の人々にPRするプロジェ
クトです。
キャラクターは、全国の絵師からインターネット
上の公募で集まり、グランプリ作品が企業キャ
ラとして誕生し商品化されます。　

現在、80企業、100を越えるキャラクターが誕
生し、全国各地の名産品や企業の地域キャラク
ターとして活躍しています。
共同精版印刷株式会社は、奈良支部としてこ
のプロジェクトに参加し、地元企業の皆さまと
キャラクタービジネスを通して地域活性化に取
り組んでいます。

P09-0023

09646 本社・本社工場

ま   しろ か　 の　 こ

1
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で家ラーメンがもっとおいしくなるうつわ

人気焼肉店のシメは麺
元気が出るユッケジャン

自家製麺と好相性の

トリプルスープが決め手
これぞ屋台の実力
濃厚焼きらーめん

ラーメンをもっとおいしくなあれと焼いてみた
のがコチラ。スープは少なめだが、辛めでこって
りと麺にからむ。バタ味噌やホルモンなどトッピ
ングを選べるのもうれしい。ビールやお酒のお
つまみ感覚で定番にしているファンも多い。自
慢のぎょうざはもちろん、焼き物・揚げ物と一緒
に並べると、屋台仕込みの味で満腹になる。

橿原市四分町75-2
TEL 090-9992-1748
■営業時間 17:30～22:00
㊡ 月曜　Ⓟ 20台

23

大和郡山市小泉町東1-8-6／TEL 
0743-59-2356／■営業時間 月～
土 11：00～24：00（L.O.23：30）
日祝 11：00～22：00（L.O.21：30）／
㊡ 無　Ⓟ 4台

璃衛 恋の窪店
り    　え

韓流焼肉店璃衛の特製麺と聞いただけで、熱くて、辛くて、
元気が出そう。牛肉やナムルなどの具材が唐辛子色のスープ
にひしめき、弾力のある韓国麺と相性抜群。お客様の要望で
作ったメニューで、今では冷製のビビン麺と並ぶ看板麺に。
焼肉を食べた後、家族やグループで分け合うと盛り上がる。
璃衛の焼肉は麺でシメましょう。

炙り鴨だしとあご煮干しと国内産豚骨からじっくりと抽出し
たトリプルスープを使用。こってり感と魚介の風味の競演
が食欲をそそる。自家製麺との相性も抜群で、リピーター
を呼ぶのはこういう味なのだろうと納得する。炙り鴨だし
の「しょう油ラーメン」や女性に人気の「トマトラーメン」も
定番。ランチ時におにぎり２個がつくタイムサービスも見逃
せない。

680円（税込）

焼きらーめん

貝の煮汁を使った
味付けが絶品！

奈良市恋の窪1-19-30
TEL 0742-34-0059
■営業時間 17:00～23:00
㊡ 水曜　Ⓟ 10台

絶妙な麺のコシ！辛さが
やみつきになる一品！

850円（税込）

ユッケジャン麺

長 浜 風 で はなく、ず ばり本 場 そ
のもの 。堂 々 たる長 浜ラーメン
が奈良でも食べられるとあって、
博 多 出 身 者やとりこになった人
が集う。明太子ラーメンは、あっ
さり豚 骨 スープに 極 細 麺 、ど 真
ん中に博多「ふくや」の明太子を
どんと乗 せた贅 沢な一 杯 。紅 生
姜 や 高 菜 、ゴマで 味 のアレンジ
を楽しめる。ニンニクを入れてま
ろやかにするのもおすすめ。

奈良市西九条町3-6-12
TEL 0742-64-3393
■営業時間 11:30～14:00
　　　　　 17:00～21:30
㊡ 日曜・祝日の月曜  Ⓟ 有

ラーメン 水舞饌
すい   ぶ   せん

屋台ぎょうざ 阿間川
あ    ま   かわ

博多名物明太子を１本まる
ごと。麺にからめるのも良
し、かき混ぜてスープをごく
りとやるのも良し。

950円（税込）

明太子ラーメン

奈
良
の
麺
類 

歴
史
編

　
日
本
の
麺
類
は
奈
良
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
遣
唐
使
が
持
ち
帰
っ
た
大
陸
の

食
文
化
に
、
小
麦
粉
や
米
粉
を
塩
水
で
練
っ
て

引
き
延
ば
し
、
縄
の
よ
う
に
よ
り
合
わ
せ
た

「
索
餅
（
さ
く
べ
い
）」
が
あ
り
ま
し
た
。
食

べ
方
の
ヒ
ン
ト
が
正
倉
院
写
経
所
の
文
書
に
出

て
き
ま
す
。

　
醬
三
升
、
未
醬
一
升
、
小
豆
五
升
、
薑
一
把 

巳
上
四
種
索
餅
料（「
写
千
巻
経
所
食
物
用
帳
」）

　
ど
う
や
ら
醬
油
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を
つ
け

て
、
「
ひ
や
む
ぎ
」
の
よ
う
に
食
べ
て
い
た
―

よ
う
で
す
。

　
2
0
1
5
年
9
月
、
奈
良
市
で
「
う
ど
ん

ル
ー
ツ
サ
ミ
ッ
ト
＆
奈
良
食
文
化
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
登
場
し
た
の
は
「
春
日

餺
飥
（
は
く
た
く
）
う
ど
ん
」
。
平
安
時
代
の

右
大
臣
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』
に
一
条
天
皇

の
春
日
大
社
行
幸
（
9
8
9
年
）
の
際
、
春
日

大
社
で
餺
飥
が
奉
仕
さ
れ
た
記
述
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
う
ど
ん
の
ル
ー
ツ
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ソ
バ
に
つ
い
て
は
、
平
城
宮
跡
か
ら
「
波
奈

作
久
」（
は
な
さ
く
）
と
書
か
れ
た
木
簡
が
出

土
し
て
い
ま
す
が
、
民
俗
学
者
の
宮
本
常
一
氏

は
「
こ
の
『
ハ
ナ
サ
ク
』
が
ソ
バ
で
あ
ろ
う
」

と
、
自
著
『
日
本
文
化
の
形
成
』
（
講
談
社
学

術
文
庫
）
の
な

か
で
推
考
し
て

い
ま
す
。

　
元
祖
を
手
繰

ろ
う
と
す
る
と

諸
説
紛
々
す
る

日
本
の
麺
類
で

す
が
、
ル
ー
ツ

は
奈
良
に
あ

り
、
と
言
え
そ

う
で
す
。

春日はくたくうどん

奈良・赤膚焼の元窯として知られる
古瀬堯三は工房敷地内の赤膚山
で産出する土を焼いて創ります。
優しげな色に素朴な奈良絵がアク
セントになります。

φ18.5㎝×7.5㎝

茨城県・笠間焼のKeicondoさん
の器は木製のような軽い仕上がり
で扱いやすく、 作家の父親の故郷
エチオピアを感じさせる風合い
です。

φ21㎝×7㎝　￥4,320

石垣島在住の恵和子さんの作品
は風や波で描いたかのような曲線
美が特徴で、食事が楽しくなり
ます。

φ21㎝×8㎝　￥4,320

金釉を使った信楽焼の器。光の種
類や角度によって黒にも金色にも
見えます。豚骨や塩など白いスー
プのラーメンが似合いそうです。

φ21㎝×8㎝　￥4,320

ちょっぴり深めで実用的なサイズ。
鍋でラーメンを作り、家族で分け
て食べるときに活躍しそう。シリー
ズでそろえてみては？

φ15㎝×11㎝（縦縞）  各￥3,550

　 赤膚山元窯古瀬堯三
   住：奈良市赤膚町1049
   ℡：0742-45-4517
   営：9:00～17:00
   休：月曜、第4水曜

1　～　 器人器人
  住：奈良市東包永町61-2
  ℡：0742-26-8102
  営：11:00～18:00
  休：木曜、臨時休業あり

き  と  き  と
2 5
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本格長浜ラーメンに
明太子１本入りました！

ひで常
つ ね

博多長浜
ラーメン

大和郡山・
天理・橿原
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三条通り
興福寺
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器人器人

山手家

ひで常

ぐるめ藤

しきしき

飛天散華
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恋の窪店

赤膚山元窯
古瀬堯三

奈良市内
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西名阪自動車道

帯解

天理

桜井耳成

金橋

田原本

箸尾

平端

大和小泉

法隆寺

郡山

水舞饌
力皇

阿間川
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ま
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取材協力：奈良文化財研究所、奈良の食文化研究会
　　　　 郷土料理居酒屋しきしき
参考文献：「正倉院文書の世界」丸山裕美子（中公新書）

マイルドな口当た
りの

酒かすで体ほっかほ
か

ラー油と胡麻の刺激が
甘くて辛くて香ばしい

2010年に誕生した奈良で元祖の酒かすラーメ
ン。とんこつしょうゆと酒粕のスープを、もやしや
チャーシュー等の具材が飾る。奈良の地酒・豊澤酒
造「豊祝」の酒粕を使用しており、お酒の香りがほ
んのりと広がる。食べるとみるみる体がほっかほ
か！お昼にも夜の〆にもピッタリ！お好みで一味を
振ると、酒かすの風味が一層引き立つ。

奈良市南市町16番地1 TEL 0742-22-4043
■営業時間 11:30～15:00 18:00～23:00
㊡ 日曜（祝祭日は営業） Ⓟ 1台

ご飯、小鉢、香の物
がつくランチセットは
1050円！

1,100円（税込）

担担麺

四 川 料 理 を 代 表 す る「 担 担 麺 」。
ラー油が効いたスープは見るからに
辛そうだが、飛天散華は日本人向け
にマイルドな風 味を実 現 。自家 挽き
の白胡麻で作ったペーストもたっぷ
りと溶け込み、具は豚挽き肉と旬の
葉物（写真は小松菜と空芯菜）が彩
る。東 向 商 店 街の姉 妹 店「チャイナ
ダイニング飛天」でも提供している。

奈 良 市 三 条 大 路 1 丁 目 1 - 4 7 ／ T E L 
0742-33-0222／■営業時間 平日 11：00
～15：00 17：00～22：00 土日祝 11：
00～22：00／㊡ 無　Ⓟ 15台

飛天散華
ひ    てん   さん    げ

ぐるめ藤
ふじ

御食事処
＆居酒屋

新鮮な食材と真心をこ
めて届ける、昔から変わ
らない650円！

650円（税込）

元祖奈良
酒かすラーメン

白濁スープと厚切りチ
ャーシューがこってりを
強調している。

850円（税込）

こってり
魚介ラーメン



で家ラーメンがもっとおいしくなるうつわ

人気焼肉店のシメは麺
元気が出るユッケジャン

自家製麺と好相性の

トリプルスープが決め手
これぞ屋台の実力
濃厚焼きらーめん

ラーメンをもっとおいしくなあれと焼いてみた
のがコチラ。スープは少なめだが、辛めでこって
りと麺にからむ。バタ味噌やホルモンなどトッピ
ングを選べるのもうれしい。ビールやお酒のお
つまみ感覚で定番にしているファンも多い。自
慢のぎょうざはもちろん、焼き物・揚げ物と一緒
に並べると、屋台仕込みの味で満腹になる。

橿原市四分町75-2
TEL 090-9992-1748
■営業時間 17:30～22:00
㊡ 月曜　Ⓟ 20台

23

大和郡山市小泉町東1-8-6／TEL 
0743-59-2356／■営業時間 月～
土 11：00～24：00（L.O.23：30）
日祝 11：00～22：00（L.O.21：30）／
㊡ 無　Ⓟ 4台

璃衛 恋の窪店
り    　え

韓流焼肉店璃衛の特製麺と聞いただけで、熱くて、辛くて、
元気が出そう。牛肉やナムルなどの具材が唐辛子色のスープ
にひしめき、弾力のある韓国麺と相性抜群。お客様の要望で
作ったメニューで、今では冷製のビビン麺と並ぶ看板麺に。
焼肉を食べた後、家族やグループで分け合うと盛り上がる。
璃衛の焼肉は麺でシメましょう。

炙り鴨だしとあご煮干しと国内産豚骨からじっくりと抽出し
たトリプルスープを使用。こってり感と魚介の風味の競演
が食欲をそそる。自家製麺との相性も抜群で、リピーター
を呼ぶのはこういう味なのだろうと納得する。炙り鴨だし
の「しょう油ラーメン」や女性に人気の「トマトラーメン」も
定番。ランチ時におにぎり２個がつくタイムサービスも見逃
せない。

680円（税込）

焼きらーめん

貝の煮汁を使った
味付けが絶品！

奈良市恋の窪1-19-30
TEL 0742-34-0059
■営業時間 17:00～23:00
㊡ 水曜　Ⓟ 10台

絶妙な麺のコシ！辛さが
やみつきになる一品！

850円（税込）

ユッケジャン麺

長 浜 風 で はなく、ず ばり本 場 そ
のもの 。堂 々 たる長 浜ラーメン
が奈良でも食べられるとあって、
博 多 出 身 者やとりこになった人
が集う。明太子ラーメンは、あっ
さり豚 骨 スープに 極 細 麺 、ど 真
ん中に博多「ふくや」の明太子を
どんと乗 せた贅 沢な一 杯 。紅 生
姜 や 高 菜 、ゴマで 味 のアレンジ
を楽しめる。ニンニクを入れてま
ろやかにするのもおすすめ。

奈良市西九条町3-6-12
TEL 0742-64-3393
■営業時間 11:30～14:00
　　　　　 17:00～21:30
㊡ 日曜・祝日の月曜  Ⓟ 有

ラーメン 水舞饌
すい   ぶ   せん

屋台ぎょうざ 阿間川
あ    ま   かわ

博多名物明太子を１本まる
ごと。麺にからめるのも良
し、かき混ぜてスープをごく
りとやるのも良し。

950円（税込）

明太子ラーメン
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代
の

右
大
臣
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
』
に
一
条
天
皇

の
春
日
大
社
行
幸
（
9
8
9
年
）
の
際
、
春
日

大
社
で
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が
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ま

す
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こ
れ
が
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ど
ん
の
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だ
と
考
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ら
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て
い
ま
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に
つ
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て
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、
平
城
宮
跡
か
ら
「
波
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作
久
」（
は
な
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く
）
と
書
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木
簡
が
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が
、
民
俗
学
者
の
宮
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一
氏
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ナ
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が
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バ
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」
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で

す
が
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。

春日はくたくうどん

奈良・赤膚焼の元窯として知られる
古瀬堯三は工房敷地内の赤膚山
で産出する土を焼いて創ります。
優しげな色に素朴な奈良絵がアク
セントになります。

φ18.5㎝×7.5㎝

茨城県・笠間焼のKeicondoさん
の器は木製のような軽い仕上がり
で扱いやすく、 作家の父親の故郷
エチオピアを感じさせる風合い
です。

φ21㎝×7㎝　￥4,320

石垣島在住の恵和子さんの作品
は風や波で描いたかのような曲線
美が特徴で、食事が楽しくなり
ます。

φ21㎝×8㎝　￥4,320

金釉を使った信楽焼の器。光の種
類や角度によって黒にも金色にも
見えます。豚骨や塩など白いスー
プのラーメンが似合いそうです。

φ21㎝×8㎝　￥4,320

ちょっぴり深めで実用的なサイズ。
鍋でラーメンを作り、家族で分け
て食べるときに活躍しそう。シリー
ズでそろえてみては？

φ15㎝×11㎝（縦縞）  各￥3,550

　 赤膚山元窯古瀬堯三
   住：奈良市赤膚町1049
   ℡：0742-45-4517
   営：9:00～17:00
   休：月曜、第4水曜

1　～　 器人器人
  住：奈良市東包永町61-2
  ℡：0742-26-8102
  営：11:00～18:00
  休：木曜、臨時休業あり
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取材協力：奈良文化財研究所、奈良の食文化研究会
　　　　 郷土料理居酒屋しきしき
参考文献：「正倉院文書の世界」丸山裕美子（中公新書）

マイルドな口当た
りの

酒かすで体ほっかほ
か
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甘くて辛くて香ばしい
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ン。とんこつしょうゆと酒粕のスープを、もやしや
チャーシュー等の具材が飾る。奈良の地酒・豊澤酒
造「豊祝」の酒粕を使用しており、お酒の香りがほ
んのりと広がる。食べるとみるみる体がほっかほ
か！お昼にも夜の〆にもピッタリ！お好みで一味を
振ると、酒かすの風味が一層引き立つ。

奈良市南市町16番地1 TEL 0742-22-4043
■営業時間 11:30～15:00 18:00～23:00
㊡ 日曜（祝祭日は営業） Ⓟ 1台

ご飯、小鉢、香の物
がつくランチセットは
1050円！

1,100円（税込）

担担麺

四 川 料 理 を 代 表 す る「 担 担 麺 」。
ラー油が効いたスープは見るからに
辛そうだが、飛天散華は日本人向け
にマイルドな風 味を実 現 。自家 挽き
の白胡麻で作ったペーストもたっぷ
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る。東 向 商 店 街の姉 妹 店「チャイナ
ダイニング飛天」でも提供している。

奈 良 市 三 条 大 路 1 丁 目 1 - 4 7 ／ T E L 
0742-33-0222／■営業時間 平日 11：00
～15：00 17：00～22：00 土日祝 11：
00～22：00／㊡ 無　Ⓟ 15台

飛天散華
ひ    てん   さん    げ

ぐるめ藤
ふじ

御食事処
＆居酒屋

新鮮な食材と真心をこ
めて届ける、昔から変わ
らない650円！

650円（税込）

元祖奈良
酒かすラーメン

白濁スープと厚切りチ
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強調している。

850円（税込）

こってり
魚介ラーメン



　「
丁
寧
に
仕
事
を
せ
な
あ
か
ん
」。

横
田
仁
史
さ
ん
（
83
）
と
千
枝
子
さ
ん

（
77
）
は
そ
の
一
念
で
洋
傘
を
仕
立
て

て
き
ま
し
た
。
気
が
つ
い
た
ら
夫
婦
で

53
年
。
裁
つ
、
縫
う
、
付
け
る
、
伸
ば

す
。
二
人
三
脚
の
手
仕
事
で
す
。

　
日
傘
の
生
地
は
、
麻
。
希
少
な
反
物

で
仕
入
れ
ま
す
。
骨
は
日
本
製
、
中
棒

は
樫
の
木
、
手
元
は
桜
や
竹
、
モ
ミ
ジ

な
ど
。
独
自
に
加
工
を
依
頼
し
、
工
芸

品
の
よ
う
な
彫
刻
も
。
仕
上
げ
が
近
づ

く
と
、
生
地
の
し
わ
を
伸
ば
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
と
招
か
れ
た
２
階
に
は
青
銅

色
の
ス
ト
ー
ブ
の
よ
う
な
も
の
が
。

「
湯
の
し
釜
で
す
。
蒸
気
で
し
わ
を
伸

ば
す
ん
で
す
」
と
千
枝
子
さ
ん
。
ア
イ

ロ
ン
が
主
流
と
な
る
中
、
湯
の
し
釜
は

傘
づ
く
り
の〝
絶
滅
危
惧
道
具
〞
で
す
。

　
横
田
洋
傘
店
で
買
え
る
日
傘
は
麻
の

無
地
で
、
手
元
は
選
べ
ま
す
。
雨
傘
は

二
重
織
り
で
裏
地
に
絵
や
模
様
が
入

り
、
手
に
取
る
と
質
実
剛
健
に
し
て
軽

妙
。
仁
史
さ
ん
愛
用
の
雨
傘
は
30
年
以

上
前
に
作
っ
た
一
本
だ
と
か
。
手
仕
事

の
真
髄
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
退
を
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
年

齢
で
す
が
、
遠
方
か
ら
訪
ね
て
き
て
く

れ
た
り
、
お
礼
の
手
紙
が
届
い
た
り
。

「
喜
ん
で
も
ら
え
て
あ
り
が
た
い
。
が

ん
ば
ら
な
あ
か
ん
」
と
仁
史
さ
ん
の
指

先
と
背
筋
が
し
ゃ
ん
と
し
ま
す
。

　
一
生
モ
ノ
の
傘
が
ほ
し
く
な
り
ま
す
。

傘の歴史は約４千年前、古代ギリシアで始まったといわ
れます。支配者層や貴族、宗教指導者などが日よけとし
て差したものが原型です。日本には飛鳥時代に伝来。
平安末期の源氏物語絵巻にも登場します。
西洋で雨傘が使われ始めたのは18世紀後半。日本で
は和傘に油を塗った〝雨傘〟が室町時代にありました。
洋傘の国産化は明治時代になってからのことです。

あってよかった
本当にいいモノ 2 傘

日本の傘の歴史は飛鳥から

橋本洋傘店
奈良市法連町1327
営業時間：10時～16時
定休日：不定休
TEL：0742-26-5472
料金：7,000円～（税込）
　　　ＵＶ加工は、＋500円
　　　着物をほどくのは別途料金

横田洋傘店
奈良市高畑町1044
営業時間：10時～17時
定休日：土・日・祝
TEL：0742-22-7093
料金：6,300円～＋消費税

湯のし釜 美しい刺繍や染色で彩られた生地

横
田
洋
傘
店

　
た
い
せ
つ
な
人
の
、
あ

る
い
は
自
分
の
愛
着
が
こ

も
り
、
け
れ
ど
も
も
う
袖

を
通
す
こ
と
の
な
い
着
物

が
、
陽
を
浴
び
る
日
傘
と

し
て
よ
み
が
え
る
―
。
魔

法
で
は
な
く
、
着
物
で
傘

を
仕
立
て
る
橋
本
洋
傘
店

の
仕
事
で
す
。

　
戦
後
に
両
親
が
開
店
し

た
傘
屋
で
育
っ
た
高
木
ち

ひ
ろ
さ
ん
（
74
）
が
実
家
の

屋
号
で
傘
づ
く
り
を
続
け

て
い
ま
す
。「
母
は
で
き
た

傘
を
抱
え
、
よ
く
行
商
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。『
正
直

な
傘
屋
さ
ん
や
』
と
よ
く

言
わ
れ
た
よ
う
で
す
」
と

思
い
出
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
高
木
さ
ん
は
40
歳
で
両
親
の
後

を
継
ぎ
、
傘
づ
く
り
を
始
め
ま
し

た
。
13
年
ほ
ど
前
に
自
分
の
着
物

で
試
作
し
た
日
傘
の
評
判
が
よ

く
、
今
で
は
全
国
各
地
か
ら
依
頼

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ど
の
着
物
に
も
思
い
出
が
し
み

込
ん
で
い
ま
す
。
母
の
形
見
、
子

ど
も
の
入
園
式
で
着
た
着
物
…
。

処
分
す
る
よ
り
、
保
管
し
た
ま
ま

で
い
る
よ
り
、
使
え
る
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
願
い
を
受
け
止
め
、

着
物
の
生
地
、
染
め
、
紋
様
な
ど

か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
決
め

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
世
に
唯
一
の
着

物
。
そ
れ
を
材
料
に
す
る

と
い
う
緊
張
と
幸
運
。「
世

界
で
１
本
の
傘
で
す
」「
母

を
思
い
出
し
ま
す
」。
届
い

た
手
紙
も
励
み
。
生
ま
れ

変
わ
っ
た
日
傘
を
差
し
て

い
る
間
、
そ
の
人
は
思
い

出
の
人
と
一
緒
に
い
ら
れ

る
の
で
す
。

様々な材質の手元
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橋
本
洋
傘
店

思
い
出
を
咲
か
せ
る
傘
づ
く
り

丁
寧
に
心
を
込
め
る
夫
婦
傘
店
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コロッセオ

奈
良
の
風
景
12

世界
遺産
The World Heritage

リ
レ
ー
連
載

奈
良
大
学 

文
学
部 

文
化
財
学
科 

教
授

　
川 

敏
子

〜
異
国
を
旅
し
て
〜

コロッセオ

ナポリ国立考古学博物館
サン・ピエトロ大聖堂

　
夏
休
み
に
、
旅
慣
れ
ぬ
私
が
老
母
と

小
学
･
中
学
･
高
校
生
の
息
子
を
引
き

連
れ
て
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
出
た
。
訪

れ
た
先
は
、ヴ
ァ
チ
カ
ン
美
術
館
･
サ
ン

ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
･
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
宮
･

コ
ロ
ッ
セ
オ
･
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
な
ど
の
、

お
決
ま
り
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
一
言
に
尽

き
る
文
化
財
で
あ
っ
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
ヴ
ァ
チ
カ
ン
美
術
館

や
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
寺
院
に
は
侵
し
が
た

い
威
厳
が
あ
っ
た
。
壁
画
や
天
井
画
、

彫
刻
な
ど
に
は
、
今
も
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
や
ラ
フ
ァ
エ
ロ
ら
の
著
名
な
芸
術
家

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
下
で
制
作
に
あ
た
っ

た
工
人
た
ち
の
魂
が
留
ま
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。
芸
術
が
凝
縮
さ
れ

る
広
大
な
空
間
を
生
み
出
し
た
信
仰
の

力
に
圧
倒
さ
れ
る
。
美
術
館
に
漲
る
キ

リ
ス
ト
教
世
界
の
空
気
は
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
な
い
私
に
も
、
ズ
ン
と
迫
っ
て

く
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
れ
ば
、
私

の
よ
う
に
受
動
的
に
パ
ワ
ー
を
感
じ
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
世
界
に
心
を
委
ね
、

シ
ン
ク
ロ
す
る
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
の
美
術
館
に
は
、
古
く
に

宮
殿
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
が
多

く
、
美
術
品
を
展
示
す
る
た
め
に
建
て

ら
れ
た
美
術
館
が
多
い
日
本
の
状
況
と

は
異
な
る
。
ロ
ー
マ
で
訪
れ
た
バ
ル
ベ

リ
ー
ニ
宮
（
国
立
古
典
絵
画
館
）
も
17

世
紀
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ

て
そ
こ
で
栄
華
を
誇
っ
て
い
た
上
流
階

級
の
人
々
の
暮
ら
し
を
彷
彿
と
さ
せ

る
。
壁
面
に
並
べ
ら
れ
た
絵
画
を
う
っ

と
り
と
眺
め
、
ふ
と
天
井
に
目
を
向
け

る
と
、
そ
こ
に
も
ま
た
豪
華
な
壁
画
の

世
界
が
展
開
し
て
い
る
。
絵
画
は
ガ
ラ

ス
で
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
屋
に
調
和
し
て
い
た
。

　
日
本
で
も
海
外
の
著
名
な
絵
画
が
展

示
さ
れ
る
機
会
は
少
な
く
な
い
が
、
国

内
で
見
ら
れ
る
の
は
調
和
し
た
空
間
か

ら
切
り
抜
か
れ
て
き
た
パ
ー
ツ
に
過
ぎ

な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
キ
リ
ス
ト
教
受
容
以
前

の
神
々
の
世
界
も
美
術
品
や
史
跡
と
し

て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
日
頃
、『
古
事

記
』
や
『
日
本
書
紀
』
を
読
み
、
八
百

万
の
神
々
の
伝
承
の
世
界
に
親
し
ん
で

い
る
私
は
、
こ
ち
ら
の
方
に
親
近
感
を

覚
え
る
。
博
物
館
で
女
神
像
に
見
入
っ

て
い
て
、
ふ
と
横
を
見
る
と
、
同
じ
よ

う
な
顔
立
ち
の
美
女
が
い
た
り
す
る

が
、
こ
れ
も
現
地
な
ら
で
は
の
こ
と
。

こ
ん
な
民
族
が
い
る
地
域
だ
か
ら
、
こ

ん
な
芸
術
が
醸
成
さ
れ
た
の
だ
と
、
当

た
り
前
な
こ
と
を
納
得
す
る
。

　
コ
ロ
ッ
セ
オ
で
も
予
想
以
上
の
ス

ケ
ー
ル
に
圧
倒
さ
れ
た
。
メ
ト
ロ
（
地

下
鉄
）
の
駅
か
ら
地
上
に
出
た
瞬
間
、

眼
前
に
そ
び
え
る
偉
容
に
、
息
を
の
ん

だ
。
写
真
や
映
像
で
は
わ
か
ら
な
い
大

き
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
呼
吸
置
い

て
か
ら
あ
れ
こ
れ
想
像
し
始
め
る
。
在

り
し
日
の
巨
大
円
形
闘
技
場
の
歓
声
、

こ
れ
を
造
ら
せ
た

権
力
者
達
の
思

惑
、
造
営
に
使
役

さ
れ
た
被
支
配
者

達
の
苦
難
、
は
た

ま
た
こ
の
地
域
を

中
核
と
す
る
権
力

が
ア
フ
リ
カ
大
陸

に
ま
で
勢
力
を
及

ぼ
し
た
こ
と
な

ど
、
想
像
は
尽
き

な
い
。
モ
ノ
を
通

し
て
過
去
を
考
え

る
の
が
文
化
財
学

の
楽
し
さ
で
あ

る
。
現
地
に
立
ち
、

現
物
を
見
る
こ
と

で
、
よ
り
リ
ア
ル

な
歴
史
像
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
私
の
所
属
学
科
で
は
、「
現
地
現
物

主
義
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
研
究
･
教

育
を
行
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
そ
れ
は

大
切
だ
。

　
若
い
と
き
に
こ
ん
な
に
す
ご
い
文
化

に
触
れ
て
い
た
ら
、
私
は
西
洋
古
代
史

を
志
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と

思
い
つ
つ
、「
す
ご
い
ね
。
日
本
の
史

跡
と
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
ね
。」
と

末
っ
子
に
話
し
か
け
る
と
、「
で
も
、

奈
良
も
す
ご
い
よ
。」
と
即
答
し
た
。

確
か
に
、
そ
の
と
お
り
だ
。
イ
タ
リ
ア

の
文
化
財
の
素
晴
ら
し
さ
に
心
を
奪
わ

れ
て
、
一
瞬
、
冷
静
さ
を
失
っ
て
い
た

ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
奈
良
の
文
化
財

も
素
晴
ら
し
い
。
ど
ち
ら
が
秀
で
て
い

る
か
で
は
な
く
て
、
そ
も
そ
も
異
な
る

文
化
で
あ
る
こ
と
を
、
小

学
生
に
諭
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
ど
の
文
化
に
も
優
劣

は
な
い
。
金
子
み
す
ゞ
の

言
葉
を
借
り
る
な
ら
、

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み

ん
な
い
い
」
の
だ
。

　
70
代
の
母
が
も
っ
と
も

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
の

は
、
美
術
館
で
も
大
聖
堂

で
も
遺
跡
で
も
な
く
、
ス

ペ
イ
ン
広
場
で
あ
っ
た
。

彼
女
が
娘
時
代
に
観
た

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
の
舞
台
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
同
じ
広
場
に
立
っ
て
も
、
私

に
そ
の
感
慨
は
な
い
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
が
あ
り
、
経
験
が
あ
り
、
そ
こ
で

培
わ
れ
た
感
性
は
異
な
る
。
も
の
を
見

る
目
だ
っ
て
、「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、

み
ん
な
い
い
」。
一
人
一
人
の
内
に
も
、

他
人
と
は
異
な
る
文
化
が
あ
る
の
だ
。

芸
術
を
生
む
信
仰
の
力

「
で
も
、
奈
良
も
す
ご
い
よ
。」

場
と
美
が
調
和
す
る
世
界

現
地
現
物
で
想
像
を
楽
し
む
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京都に負けない
文化財の数々が
一番の魅力

でも食事と泊まりは
やっぱり京都かな？

ま
ち
か
ど
探
索

東大寺

浮見堂

依水園奈良県庁

奈良
女子大学

奈良
県立大学

猿沢池

若草山

奈良公園

転害門

佐
保

川

春日大社

奈良国立博物館
興福寺

近鉄奈良駅

飛火野

東大寺
若草山

春日大社

国立博物館 興福寺

B

B

C

C

1200年つづく古の社『奈良豆比古神社』

鹿せんべいの工場
『武田商店』

D

A

D

A

佐保川沿いの
『桜並木』

キッシュのお店『レ・カーセ』

東大寺大仏殿の向こう側
知られざる『奈良観光』のスポット
東大寺大仏殿の向こう側
知られざる『奈良観光』のスポット

見学時間　8：00～12：00
定休日　日曜日
住　所　奈良市奈良阪町2476-2
T  E  L　0742-22-4853

奈良公園で旅行者に聞きました。

奈良観光のホンネ

レ・カーセ

桜並木

武田商店

豆比古神社

奈良公園はみだし散歩
歴史、自然、あの名物も！

奈良公園を 　　　　  見よう！どでかく

営業時間　　　10:00～17:00（ラストオーダー16:00） 
ランチコース　11:30～13:00 or 13:30～15:00（要予約）
※店内でのご飲食は11:30から ※キッシュがなくなり次第閉店。

定休日　火曜日・最終月曜日　臨時休業あり 
住　所　奈良市春日野町158 （奈良公園内） 
T  E  L　0742-26-8707

春日大社の近くにあるキッシュ
のお店。キッシュとは卵とク
リームを使ったフランスの郷土
料理のこと。レ・カーセではお
かず系・デザート系があり、１
ピースから買うことができます。

米ぬかと小麦粉で手づくりする鹿せんべい。
野生動物のための餌を製造しているお店は
全国でもめずらしく、武田商店ではその鹿せん
べいを作っているところを実際に見学できま
す。予約してからいくのがおすすめです。

茨城県から古刹名勝めぐりで来られたお二人。奈
良の魅力は「やっぱり文化財」と話すように興福寺
や東大寺などをメインに観光されるそうです。初日日
中は広い「奈良公園」をガイドブックを頼りに散策。
夕方から移動して二日目は「京都」の定番コース。
ディナーも含めて、落ち着いた夜の奈良の魅力も
ゆっくり味わってもらいたいですね。

奈良阪にある771年創建の神社。樹齢千年を
超えるクスノキの巨樹があり、年に１回行われる
翁舞は国の重要無形民俗文化財に指定され
ています（10月8日夜斎行）。境内に資料館が
あり、見学することができます（要予約）。

美
し
き『
奈
良
観
光
』

奈
良
公
園
に
は
、東
大
寺
や
興
福
寺
、春
日
大
社
、浮
見
堂
な
ど
、自
慢
の
巡
礼
・

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
奈
良
公
園
周
辺
の
素
敵
な
と
こ
ろ
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、今
回
は
奈
良
観
光
擬
人
化
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
鹿
乃
子
」ち
ゃ
ん
が
、食

べ
て
、感
じ
て
、体
験
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

「
鹿
乃
子
」ち
ゃ
ん
は
、奈
良
県
の
観
光
P
R
の
た
め
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
。奈
良
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
よ
う
と
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
　
の 

　
こ

ランチ
コースも

あります！

春が  
待ち遠しい！

大正時代創業
100年続く味に
鹿さんメロメロ

拝観時間　9：00～17：00
住　所　奈良市奈良阪町2489
　　　（神社内・付近に駐車場はありません）
拝観料　無料
T  E  L　0742-23-1025

奈良公園の女の子の子鹿が、神さまのお
使いとして『神使見習い』になりました。
訪れた人々に奈良のいいところを伝える
ために、人の姿に化身して一生懸命おも
てなししています。

 奈良観光擬人化キャラクター

『真白 鹿乃子』ちゃん
ま　 しろ か　  の　  こ

佐保川沿いの桜並木は幕末当時に奈良
奉行の川路聖謨が命じて植えられたのが
その始まりです。中には樹齢約160年にな
る見事な「川路桜」が今も残っています。堤
防が遊歩道になっているので、ゆるりと散
策することができます。

佐保川沿いの桜並木は幕末当時に奈良
奉行の川路聖謨が命じて植えられたのが
その始まりです。中には樹齢約160年にな
る見事な「川路桜」が今も残っています。堤
防が遊歩道になっているので、ゆるりと散
策することができます。

かわ  じ  としあきら

2015年10月
DEBUT！！

牛すじ肉と
にんじんのキッシュ
　　　 500円（税別）

林檎のキッシュ　500円（税別）

おきなまい

360°
パノラマビュー

平日８：３０～17：30　
土日祝１３：００～17：00（１１月中は１０：００～開放）

（１２月26日～１月３日は開放していません）

※土日祝はイベント等の都合で開放日が異なります。
県庁ホームページ等でご確認ください。

（http://www.pref.nara.jp/4203.htm）

360°
パノラマビュー

県庁屋上開放時間
（11月～3月末までの予定）

しん  し
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　「
道
の
駅 

杉
の
湯 

川
上
」が
立
地
す
る

の
は
、吉
野
の
深
い
森
か
ら
ほ
と
ば
し
る

源
流
を
集
め
た
吉
野
川（
紀
の
川
）の
ほ
と

り
。大
自
然
が
ぐ
る
り
と
取
り
巻
き
ま
す
。

大
台
ケ
原
や
熊
野
方
面
へ
の
ド
ラ
イ
ブ

中
、絶
好
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
各
地
で
道
の
駅
の
多
機
能
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、こ
こ
で
は
ホ
テ
ル
杉
の
湯
が

隣
接
し
て
い
ま
す
。そ
の
名
の
通
り
、湯
自

慢
。川
を
渡
る
風
、山
を
染
め
る
季
節
ご
と

の
緑
や
紅
を
眺
め
て
つ
か
る
温
泉
は
、日

帰
り
で
も
楽
し
め
、立
ち
寄
り
客
の
ふ
と

し
た
思
い
つ
き
に
応
え
て
く
れ
ま
す
。

　
お
昼
時
に
は
ぜ
ひ
レ
ス
ト
ラ
ン「
山
吹
」

へ
。大
和
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
定

食
や
猪
鍋
定
食
な
ど
、ご
当
地
の
幸
が
並

び
、ど
れ
を
い
た
だ
こ
う
か
と
迷
う
ほ
ど
。

選
ん
だ
の
は
、大
和
の
茶
粥
と
大
和
肉
鶏

の
唐
揚
げ
で
し
た
。

　
特
産
品
を
探
す
な
ら
、記
紀
の
神
話
に

登
場
す
る
山
幸
彦
が
目
印
で
す
。「
山
幸
彦

の
お
み
や
げ
屋
」で
は
、吉
野
の
杉
・
檜
と

職
人
技
で
作
り
上
げ
た
木
工
品
、山
里
で

大
ら
か
に
育
っ
た
食
の
逸
品
が
充
実
し
て

い
ま
す
。

　
そ
う
言
え
ば
、駐
車
場
に
車
を
停
め
て

外
に
出
た
と
き
、澄
み
切
っ
た
空
気
に
鼻

が
膨
ら
み
ま
し
た
。通
る
だ
け
で
も
停
ま

る
だ
け
で
も
、
も
っ
た
い
な
い
。
見
て
、

吸
っ
て
、浴
び
て
、味
わ
っ
て
。ド
ラ
イ
ブ

を
楽
し
い
思
い
出
に
す
る
の
に
ジ
ャ
ス
ト

サ
イ
ズ
の
道
の
駅
で
す
。

や
ま 

さ
ち 

ひ
こ

豊かな自然に囲まれ、ゆったりとした気分で温泉につかる
贅沢。湯盛温泉を源泉とする“杉の湯”ならではの「金明
の湯」「銀嶺の湯」が迎えてくれます。周りを気にせず、の
んびりと過ごせる家族風呂もあります。
日帰り温泉：11:00～18:00 （入浴は19:00まで）
料金:大人700円（税込） 小人400円（税込） 定休日:水曜日・年末年始

湯盛温泉
ゆ も り

10

道
の
駅

杉
の
湯 

川
上

NARA

9
station

「
山
の
幸
」「
川
の
幸
」「
田
舎
の
味
」

自
然
の
恵
み
と
澄
ん
だ
水
が
生
ま
れ
る
村

川
上
村
に
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
。

Su
gi

no
yu Kawakam

i

A
u tu m n  ＆ W

in
te

rImajin21

おすすめがいっぱ
い

川 上 村の
お 土 産を

買 おう

川上村
キャラクター
「山幸彦」

道の駅 杉の湯 川上
奈良県吉野郡川上村迫695

（国道169号沿い）
営業時間：9:00～20:00 
(季節により営業時間が変更になることがあります）
※ トイレ・駐車場・公衆電話は24時間利用できます。
休業日：無休
駐車場：53台
　　　 [大型車2台/身障者用1台/普通車50台]
問合せ：TEL.0746-52-0006
ホームページ
http://www.suginoyu.com/（ホテル杉の湯）

※冬期は冬用タイヤの装着か、チェーンの携行をお願いします。

川上村の自然のなかで昔ながらの
手法で作られる乾燥しいたけです。
噛みしめるほど濃厚な味が楽しめる
逸品です。

乾燥しいたけ

地元川上村で丹精込めて手作りさ
れている懐かしい故郷の味。昔なが
らの風味が人気です。

しめじのうま煮・ふきのつくだに

御船の滝は、高さ約50m。2段の滝で通常
は水が勢いよく流れ落ちている滝です。冬期
の氷瀑は文殊菩薩を現すとも言われ、知恵
を授けると伝えられます。滝見台もあるので
凍てついた美しい滝をじっくり堪能ください。
※アイゼンなど冬用の登山靴をご用意ください。

御船の滝（氷瀑）

川上村の清流でそだったアマゴや
アユ。甘露煮の味わいを堪能してく
ださい。

あゆ・あまごのうま煮

川上村のおいしい水とこんにゃく芋
で、手作りならではの味にこだわっ
ています。煮物、お刺身、田楽にも
どうぞ。

生芋こんにゃく

火打石をかたどったよもぎのお団子
の中にはあんこがたっぷり。おやつ
にお茶うけにいかがですか 。

火打餅

川上村のおいしい水と冬の冷気を
生かしたそうめんは、コシの強さと素
朴な味わいが特徴で人気を集めて
います。

手延そうめん

吉野杉の余材を利用した杉箸。木
の香りと手になじむ感覚が魅力で
す。木の有効利用につながる優し
い逸品です。

吉野杉のわりばし

11

八木

京都

奈良 名古屋
西大寺

至難波

至あべの橋 名阪国道
近
畿
自
動
車
道

吉野

橿原神宮前

大和上市 伊勢市

松阪

津

郡山
I.C.

針
I.C.

24

24 169

169

165

166

370
370

西名阪自動車道

山幸彦のもくもく館

吉野杉工房

川上村役場

ホテル杉の湯

五社
トンネル

杉の湯川上

「源流の水」と「澄んだ空気」が溢れる
豊かな自然に囲まれたロケーション

おいしい山の空気で胸いっぱい深呼吸…

四季折々の美しい景観が楽しめます。

レストラン「 山 吹 」特選 メニ ュ ー

お 食 事 処

猪鍋定食

大和肉鶏の唐揚げ定食

大和の茶粥定食

川上村 
秋冬の絶景 

point

1,300円（税込）

1,300円（税込）

1,600円（税込）

ほんのり甘く、軽い食感が特徴のか
きもち。おもちを油で揚げて作られる
きりこは塩味がやみつきになります。
手作りの味をどうぞ。

きりこ・かきもち

川上村

営業時間：１１：００～１４：３０（ラストオーダー）
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た
空
気
に
鼻

が
膨
ら
み
ま
し
た
。通
る
だ
け
で
も
停
ま

る
だ
け
で
も
、
も
っ
た
い
な
い
。
見
て
、

吸
っ
て
、浴
び
て
、味
わ
っ
て
。ド
ラ
イ
ブ

を
楽
し
い
思
い
出
に
す
る
の
に
ジ
ャ
ス
ト

サ
イ
ズ
の
道
の
駅
で
す
。

や
ま 

さ
ち 

ひ
こ

豊かな自然に囲まれ、ゆったりとした気分で温泉につかる
贅沢。湯盛温泉を源泉とする“杉の湯”ならではの「金明
の湯」「銀嶺の湯」が迎えてくれます。周りを気にせず、の
んびりと過ごせる家族風呂もあります。
日帰り温泉：11:00～18:00 （入浴は19:00まで）
料金:大人700円（税込） 小人400円（税込） 定休日:水曜日・年末年始

湯盛温泉
ゆ も り

10

道
の
駅

杉
の
湯 

川
上

NARA

9
station

「
山
の
幸
」「
川
の
幸
」「
田
舎
の
味
」

自
然
の
恵
み
と
澄
ん
だ
水
が
生
ま
れ
る
村

川
上
村
に
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
。

Su
gi

no
yu Kawakam

i

A
u tu m n  ＆ W

in
te

rImajin21

おすすめがいっぱ
い

川 上 村の
お 土 産を

買 おう

川上村
キャラクター
「山幸彦」

道の駅 杉の湯 川上
奈良県吉野郡川上村迫695

（国道169号沿い）
営業時間：9:00～20:00 
(季節により営業時間が変更になることがあります）
※ トイレ・駐車場・公衆電話は24時間利用できます。
休業日：無休
駐車場：53台
　　　 [大型車2台/身障者用1台/普通車50台]
問合せ：TEL.0746-52-0006
ホームページ
http://www.suginoyu.com/（ホテル杉の湯）

※冬期は冬用タイヤの装着か、チェーンの携行をお願いします。

川上村の自然のなかで昔ながらの
手法で作られる乾燥しいたけです。
噛みしめるほど濃厚な味が楽しめる
逸品です。

乾燥しいたけ

地元川上村で丹精込めて手作りさ
れている懐かしい故郷の味。昔なが
らの風味が人気です。

しめじのうま煮・ふきのつくだに

御船の滝は、高さ約50m。2段の滝で通常
は水が勢いよく流れ落ちている滝です。冬期
の氷瀑は文殊菩薩を現すとも言われ、知恵
を授けると伝えられます。滝見台もあるので
凍てついた美しい滝をじっくり堪能ください。
※アイゼンなど冬用の登山靴をご用意ください。

御船の滝（氷瀑）

川上村の清流でそだったアマゴや
アユ。甘露煮の味わいを堪能してく
ださい。

あゆ・あまごのうま煮

川上村のおいしい水とこんにゃく芋
で、手作りならではの味にこだわっ
ています。煮物、お刺身、田楽にも
どうぞ。

生芋こんにゃく

火打石をかたどったよもぎのお団子
の中にはあんこがたっぷり。おやつ
にお茶うけにいかがですか 。

火打餅

川上村のおいしい水と冬の冷気を
生かしたそうめんは、コシの強さと素
朴な味わいが特徴で人気を集めて
います。

手延そうめん

吉野杉の余材を利用した杉箸。木
の香りと手になじむ感覚が魅力で
す。木の有効利用につながる優し
い逸品です。

吉野杉のわりばし

11

八木

京都

奈良 名古屋
西大寺

至難波

至あべの橋 名阪国道
近
畿
自
動
車
道

吉野

橿原神宮前

大和上市 伊勢市

松阪

津

郡山
I.C.

針
I.C.

24

24 169

169

165

166

370
370

西名阪自動車道

山幸彦のもくもく館

吉野杉工房

川上村役場

ホテル杉の湯

五社
トンネル

杉の湯川上

「源流の水」と「澄んだ空気」が溢れる
豊かな自然に囲まれたロケーション

おいしい山の空気で胸いっぱい深呼吸…

四季折々の美しい景観が楽しめます。

レストラン「 山 吹 」特選 メニ ュ ー

お 食 事 処

猪鍋定食

大和肉鶏の唐揚げ定食

大和の茶粥定食

川上村 
秋冬の絶景 

point

1,300円（税込）

1,300円（税込）

1,600円（税込）

ほんのり甘く、軽い食感が特徴のか
きもち。おもちを油で揚げて作られる
きりこは塩味がやみつきになります。
手作りの味をどうぞ。

きりこ・かきもち

川上村

営業時間：１１：００～１４：３０（ラストオーダー）
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啓林堂書店の外さない本棚

イルカ漁は残酷か人は見た目が９割
竹内一郎 著（新潮新書）

Ｎ
　
こ
こ
に
あ
る
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
る
と
、
色
遣
い
が
鮮

や
か
。
全
体
的
に
原
色
に
近
い
と

い
う
か
、
海
外
は
色
で
主
張
す
る

印
刷
物
が
多
い
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

Ⅰ
　
私
な
ん
か
は
こ
の
図
鑑
❶
の

ピ
ン
ホ
ー
ル
や
見
当
ず
れ
が
目
に

つ
く
。
印
刷
が
雑
す
ぎ
る
。

Ｄ
　
読
め
れ
ば
い
い
、
わ
か
れ
ば

い
い
と
い
う
感
覚
は
確
か
に
あ
る
。

品
質
を
求
め
る
海
外
企
業
の
中
に

は
日
本
の
印
刷
会
社
で
印
刷
し
て
、

海
外
に
納
品
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

Ｎ
　
技
術
だ
け
を
見
た
ら
、
日
本
と
海

外
の
印
刷
の
差
は
歴
然
。
細
か
い
と
こ

ろ
は
気
に
し
な
い
と
い
う
か
。
だ
か
ら

悪
い
と
こ
ろ
し
か
目
が
行
か
な
い
。

Ｍ
　
い
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
？

Ｏ
　
こ
れ
❷
な
ん
か
は
写
真
の
上
に
レ

イ
ア
ウ
ト
し
た
文
字
が
き
れ
い
に
白
抜

き
さ
れ
て
い
る
。
び
し
っ
と
。
日
本
で

印
刷
し
て
も
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の

に
、
す
ご
い
。

Ｄ
　
こ
の
パ
リ
の
バ
ス
観
光
Ｍ
Ａ
Ｐ
❸

は
イ
ン
キ
が
均
一
に
乗
っ
て
い
る
。
こ

の
赤
ワ
イ
ン
色
の
と
こ
ろ
。
こ
れ
は
見

や
す
い
し
、
さ
す
が
っ
て
感
じ
が
す
る
。

Ⅰ
　
さ
っ
き
の
ア
フ
リ
カ
の
図
鑑
、
イ

ラ
ス
ト
が
す
ご
く
リ
ア
ル
で
点
数
も
多

い
。
タ
ッ
チ
が
同
じ
だ
か
ら
お
そ
ら
く

１
人
で
描
い
て
い
る
。
そ
ん
な
秀
作
を

印
刷
が
台
無
し
に
し
て
い
る
。
印
刷
し

た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
許
さ
へ
ん
。

Ｍ
　
ぼ
く
が
気
に
な
る
の
は
こ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
❹
。
地
形
図
や
生
き
物
の
絵

に
迫
力
と
細
や
か
さ
が
あ
っ
て
、
ア
メ

リ
カ
ら
し
い
と
思
う
け
れ
ど
、
折
っ
た

状
態
か
ら
表
紙
を
開
い
た
面
の
文
字
が

逆
さ
ま
。
日
本
な
ら
絶
対
に
こ
ん
な
デ

ザ
イ
ン
や
折
り
方
は
し
な
い
。
大
ら
か

と
言
え
ば
、
大
ら
か
な
ん
だ
け
ど
。

Ｎ
　
こ
れ
❺
も
逆
さ
に
な
っ
て
読
ま
れ

へ
ん
。

Ｍ
　
他
の
製
造
業
の
よ
う
に
海
外
生

産
、
つ
ま
り
日
本
向
け
の
印
刷
物
を
海

外
で
印
刷
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く

な
っ
た
。
技
術
面
以
外
で
留
意
す
る
こ

と
は
？

Ｄ
　
国
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ
の
濃
度
の

基
準
が
違
う
。
海
外
で
印
刷
す
る
と
き

は
、
日
本
の
顧
客
が
要
求
す
る
色
に
合

わ
せ
る
よ
う
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
の
国
の
気
候
風
土
で
イ
ン
キ
の

質
も
違
う
か
ら
、
海
外
に
日
本
の
イ
ン

キ
を
送
っ
て
刷
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

Ⅰ
　
日
本
で
は
手
抜
き
と
言
わ
れ
る
印

刷
で
も
、
海
外
の
印
刷
会
社
に
は
手
を

抜
い
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な
い
の
で

は
。
こ
の
雑
誌
❷
み
た
い
に
い
い
も
の

は
い
い
し
。
こ
の
図
鑑
❶
と
同
程
度
で

い
い
な
ら
印
刷
は
楽
。
生
産
性
が
上
が

る
し
、
残
業
時
間
が
削
減
で
き
る
。

さ
っ
き
「
雑
」
と
言
っ
た
が
撤
回
。
雑

と
い
う
よ
り
、
そ
う
い
う
印
刷
文
化
な

ん
だ
と
思
え
て
き
た
。

Ｎ
　
印
刷
文
化
の
側
面
で
言
う
と
、
奈

良
の
場
合
、
歴
史
的
な
文
書
や
美
術
が

あ
り
、
そ
れ
を
伝
え
る
の
に
適
し
た
印

刷
が
根
付
い
て
き
た
。
さ
っ
き
読
め
れ

ば
い
い
と
い
う
話
が
出
た
が
、
海
外
旅

行
に
行
っ
た
と
き
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
そ
れ
で
い
い
。
む
し
ろ
日
本
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
こ
だ
わ
り
す
ぎ
。

Ⅰ
　
日
本
は
品
質
に
も
厳
し
い
が
、
印

刷
会
社
へ
の
期
待
の
表
わ
れ
だ
と
思
え

ば
い
い
。
優
れ
た
も
の
作
ろ
う
と
す
る

と
そ
う
な
る
。

Ｄ
　
で
も
、
海
外
で
日
本
人
が
印
刷
品

質
に
こ
だ
わ
っ
て
あ
れ
こ
れ
教
え
る

と
、
や
が
て
粗
探
し
を
し
て
「
こ
ん
な

印
刷
じ
ゃ
困
る
」
と
文
句
を
言
っ
て
く

る
。
そ
の
ま
ま
日
本
人
決
裁
者
に
持
っ

て
い
く
と
、Ｏ
Ｋ
が
出
る
。

Ｏ
　
海
外
で
は
検
品
基
準
も
は
っ
き
り

作
っ
て
お
か
な
い
と
。
汚
れ
の
あ
る
印

刷
物
は
抜
き
取
っ
て
と
言
っ
て
も
、
ど

の
く
ら
い
の
大
き
さ
の
汚
れ
か
が
わ
か

ら
な
い
か
ら
、
検
品
が
甘
く
な
る
。
３

ミ
リ
の
汚
れ
、
５
ミ
リ
の
汚
れ
と
か
具

体
的
じ
ゃ
な
い
と
。
こ
れ
に
悩
ま
さ
れ

た
経
験
が
あ
る
。

Ⅰ
　「
奥
付
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
著

者
や
出
版
社
、
発
行
年
、
印
刷
会
社
等

の
デ
ー
タ
を
記
し
た
も
の
で
、
普
通
、

書
籍
な
ら
本
文
ペ
ー
ジ
の
後
に
記
載
さ

れ
る
。
こ
れ
が
海
外
だ
と
本
文
よ
り
前

に
出
て
く
る
。
日
本
の
印
刷
っ
て
奥
ゆ

か
し
い
。「
奥
付
」
だ
か
ら
ね
。

番外編

伴野準一 著（平凡社新書）

　
近
年
、
国
際
的
な
非
難
が
高
ま
る
「
日
本

の
捕
鯨
」。
賛
成
か
、
反
対
か
、
の
論
点
は
非

常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
し
て
、
双
方
の
主

張
は
感
情
論
の
ま
ま
、
不
毛
な
平
行
線
を
た

ど
っ
て
い
る
。

　
特
に
現
在
、
反
対
派
の
集
中
砲
火
を
浴
び

て
い
る
の
が
和
歌
山
県
太
地
町
で
行
わ
れ
て

い
る
「
イ
ル
カ
追
い
込
み
漁
」
で
あ
る
。
金

属
音
で
脅
し
て
群
れ
を
入
江
に
追
い
込
み
、

一
網
打
尽
に
し
て
生
け
捕
り
や
屠
殺
す
る

の
だ
が
、
屠
殺
し
た
際
の
血
で
赤
く
染
ま

る
入
江
は
、
話
題
に
な
っ
た
映
画

「
T
H
E
　
C
O
V
E
（
ザ
・
コ
ー
ヴ
）」

で
の
あ
ま
り
に
も
残
酷
な
映
像
で
、
観
る

者
に
衝
撃
を
与
え
る
。

　
捕
鯨
賛
成
派
の
日
本
側
だ
が
、
世
界
的

に
は
ず
い
ぶ
ん
と
分
の
悪
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

　
海
洋
資
源
の
保
護
や
水
銀
含
有
量
と

い
っ
た
科
学
的
な
側
面
や
、
古
来
か
ら
の

捕
鯨
文
化
・
食
文
化
と
い
っ
た
文
化
的
な

側
面
な
ど
全
て
の
面
に
お
い
て
、
鯨
・
イ

ル
カ
漁
の
是
非
を
日
本
人
と
し
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

　
第
１
話
で
題
名
に
も
な
っ
て
い
る
『
人
は

見
た
目
が
９
割
』
だ
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
、

そ
こ
か
ら
著
者
自
身
の
劇
作
・
漫
画
原
作
・

舞
台
演
出
や
俳
優
教
育
の
仕
事
の
経
験
を
活

か
し
、
漫
画
も
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く

『
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
術
の
数
々

を
説
明
し
て
い
る
。

　
日
本
の
学
校
教
育
で
は
、
言
葉
だ
け
が
伝

達
の
手
段
と
し
て
教
え
ら
れ
、
お
互
い
に
あ

ま
り
語
ら
ず
と
も
察
す
る
事
を
重
ん
じ
る
。

こ
れ
を
著
者
は
日
本
流
と
し
、
語
る
だ
け

で
な
く
身
振
り
・
手
振
り
も
加
え
て
自
分

の
意
見
を
通
す
の
が
ア
メ
リ
カ
流
。

　
物
事
を
、
会
社
の
人
や
他
人
、
恋
人
に

正
確
に
伝
え
る
に
は
、
後
者
の
ア
メ
リ
カ

流
の
方
が
伝
わ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
他
人
か

ら
受
け
取
る
情
報
の
う
ち
言
葉
は
７
％
し

か
無
く
、
声
の
質
・
大
き
さ
・
テ
ン
ポ
が

33
％
、
顔
の
表
情
が
55
％
と
、
言
葉
以
外

が
な
ん
と
９
割
以
上
で
あ
る
事
が
実
験
で

証
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
女
性
の
嘘
が
見
破
れ

な
い
理
由
や
、
礼
儀
作
法
の
項
な
ど
に
納

得
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、
人
生
に
大
い
に

役
立
つ
一
冊
で
あ
る
。

冷静に中立の立場で書かれた日本人必読のノンフィクション！現代日本人のための『非言語コミュニケーション』入門書

【
西
大
寺
店
　
店
長  

小
嶋
勝
也
】

【
奈
良
店
　
店
長  

北
浦
文
三
】

逆
さ
で

読
ま
れ
へ
ん
。

手
抜
き
じ
ゃ
な
い
、

文
化
だ
。

http://www.books-keirindo.co.jp/

Ⅰ
：
印
刷
現
場
の
指
揮
官

Ｎ
：
印
刷
品
質
の
管
理
人

Ｄ
：
海
外
駐
在
歴
14
年

Ｏ
：
海
外
駐
在
歴
１
年

Ｍ
：
デ
ザ
イ
ナ
ー

優
れ
た
も
の
づ
く
り
技
術
を
自
負
す
る
日

本
。M

a
d

e
 in

 J
a

p
a

n
 

の
実
力
は
印
刷
物

に
も
言
え
る
こ
と
な
の
か
。
経
験
豊
富

な
印
刷
マ
ン
た
ち
が
海
外
の
印
刷
物
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
品
評
し
ま
し
た
。

南アフリカの
動植物図鑑

ベトナムのトラベル雑誌

❷

パリの
バス観光パンフレット❸

ウィーンの市街観光MAP

❺

ハワイの自然観光パンフレット

❹

❶

手抜きか文化か

海外印刷
覆面座談会
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Ｎ
　
こ
こ
に
あ
る
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
る
と
、
色
遣
い
が
鮮

や
か
。
全
体
的
に
原
色
に
近
い
と

い
う
か
、
海
外
は
色
で
主
張
す
る

印
刷
物
が
多
い
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

Ⅰ
　
私
な
ん
か
は
こ
の
図
鑑
❶
の

ピ
ン
ホ
ー
ル
や
見
当
ず
れ
が
目
に

つ
く
。
印
刷
が
雑
す
ぎ
る
。

Ｄ
　
読
め
れ
ば
い
い
、
わ
か
れ
ば

い
い
と
い
う
感
覚
は
確
か
に
あ
る
。

品
質
を
求
め
る
海
外
企
業
の
中
に

は
日
本
の
印
刷
会
社
で
印
刷
し
て
、

海
外
に
納
品
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

Ｎ
　
技
術
だ
け
を
見
た
ら
、
日
本
と
海

外
の
印
刷
の
差
は
歴
然
。
細
か
い
と
こ

ろ
は
気
に
し
な
い
と
い
う
か
。
だ
か
ら

悪
い
と
こ
ろ
し
か
目
が
行
か
な
い
。

Ｍ
　
い
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
？

Ｏ
　
こ
れ
❷
な
ん
か
は
写
真
の
上
に
レ

イ
ア
ウ
ト
し
た
文
字
が
き
れ
い
に
白
抜

き
さ
れ
て
い
る
。
び
し
っ
と
。
日
本
で

印
刷
し
て
も
ず
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の

に
、
す
ご
い
。

Ｄ
　
こ
の
パ
リ
の
バ
ス
観
光
Ｍ
Ａ
Ｐ
❸

は
イ
ン
キ
が
均
一
に
乗
っ
て
い
る
。
こ

の
赤
ワ
イ
ン
色
の
と
こ
ろ
。
こ
れ
は
見

や
す
い
し
、
さ
す
が
っ
て
感
じ
が
す
る
。

Ⅰ
　
さ
っ
き
の
ア
フ
リ
カ
の
図
鑑
、
イ

ラ
ス
ト
が
す
ご
く
リ
ア
ル
で
点
数
も
多

い
。
タ
ッ
チ
が
同
じ
だ
か
ら
お
そ
ら
く

１
人
で
描
い
て
い
る
。
そ
ん
な
秀
作
を

印
刷
が
台
無
し
に
し
て
い
る
。
印
刷
し

た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
許
さ
へ
ん
。

Ｍ
　
ぼ
く
が
気
に
な
る
の
は
こ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
❹
。
地
形
図
や
生
き
物
の
絵

に
迫
力
と
細
や
か
さ
が
あ
っ
て
、
ア
メ

リ
カ
ら
し
い
と
思
う
け
れ
ど
、
折
っ
た

状
態
か
ら
表
紙
を
開
い
た
面
の
文
字
が

逆
さ
ま
。
日
本
な
ら
絶
対
に
こ
ん
な
デ

ザ
イ
ン
や
折
り
方
は
し
な
い
。
大
ら
か

と
言
え
ば
、
大
ら
か
な
ん
だ
け
ど
。

Ｎ
　
こ
れ
❺
も
逆
さ
に
な
っ
て
読
ま
れ

へ
ん
。

Ｍ
　
他
の
製
造
業
の
よ
う
に
海
外
生

産
、
つ
ま
り
日
本
向
け
の
印
刷
物
を
海

外
で
印
刷
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く

な
っ
た
。
技
術
面
以
外
で
留
意
す
る
こ

と
は
？

Ｄ
　
国
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ
の
濃
度
の

基
準
が
違
う
。
海
外
で
印
刷
す
る
と
き

は
、
日
本
の
顧
客
が
要
求
す
る
色
に
合

わ
せ
る
よ
う
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
。
そ
の
国
の
気
候
風
土
で
イ
ン
キ
の

質
も
違
う
か
ら
、
海
外
に
日
本
の
イ
ン

キ
を
送
っ
て
刷
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

Ⅰ
　
日
本
で
は
手
抜
き
と
言
わ
れ
る
印

刷
で
も
、
海
外
の
印
刷
会
社
に
は
手
を

抜
い
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な
い
の
で

は
。
こ
の
雑
誌
❷
み
た
い
に
い
い
も
の

は
い
い
し
。
こ
の
図
鑑
❶
と
同
程
度
で

い
い
な
ら
印
刷
は
楽
。
生
産
性
が
上
が

る
し
、
残
業
時
間
が
削
減
で
き
る
。

さ
っ
き
「
雑
」
と
言
っ
た
が
撤
回
。
雑

と
い
う
よ
り
、
そ
う
い
う
印
刷
文
化
な

ん
だ
と
思
え
て
き
た
。

Ｎ
　
印
刷
文
化
の
側
面
で
言
う
と
、
奈

良
の
場
合
、
歴
史
的
な
文
書
や
美
術
が

あ
り
、
そ
れ
を
伝
え
る
の
に
適
し
た
印

刷
が
根
付
い
て
き
た
。
さ
っ
き
読
め
れ

ば
い
い
と
い
う
話
が
出
た
が
、
海
外
旅

行
に
行
っ
た
と
き
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
そ
れ
で
い
い
。
む
し
ろ
日
本
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
こ
だ
わ
り
す
ぎ
。

Ⅰ
　
日
本
は
品
質
に
も
厳
し
い
が
、
印

刷
会
社
へ
の
期
待
の
表
わ
れ
だ
と
思
え

ば
い
い
。
優
れ
た
も
の
作
ろ
う
と
す
る

と
そ
う
な
る
。

Ｄ
　
で
も
、
海
外
で
日
本
人
が
印
刷
品

質
に
こ
だ
わ
っ
て
あ
れ
こ
れ
教
え
る

と
、
や
が
て
粗
探
し
を
し
て
「
こ
ん
な

印
刷
じ
ゃ
困
る
」
と
文
句
を
言
っ
て
く

る
。
そ
の
ま
ま
日
本
人
決
裁
者
に
持
っ

て
い
く
と
、Ｏ
Ｋ
が
出
る
。

Ｏ
　
海
外
で
は
検
品
基
準
も
は
っ
き
り

作
っ
て
お
か
な
い
と
。
汚
れ
の
あ
る
印

刷
物
は
抜
き
取
っ
て
と
言
っ
て
も
、
ど

の
く
ら
い
の
大
き
さ
の
汚
れ
か
が
わ
か

ら
な
い
か
ら
、
検
品
が
甘
く
な
る
。
３

ミ
リ
の
汚
れ
、
５
ミ
リ
の
汚
れ
と
か
具

体
的
じ
ゃ
な
い
と
。
こ
れ
に
悩
ま
さ
れ

た
経
験
が
あ
る
。

Ⅰ
　「
奥
付
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
著

者
や
出
版
社
、
発
行
年
、
印
刷
会
社
等

の
デ
ー
タ
を
記
し
た
も
の
で
、
普
通
、

書
籍
な
ら
本
文
ペ
ー
ジ
の
後
に
記
載
さ

れ
る
。
こ
れ
が
海
外
だ
と
本
文
よ
り
前

に
出
て
く
る
。
日
本
の
印
刷
っ
て
奥
ゆ

か
し
い
。「
奥
付
」
だ
か
ら
ね
。

番外編

伴野準一 著（平凡社新書）

　
近
年
、
国
際
的
な
非
難
が
高
ま
る
「
日
本

の
捕
鯨
」。
賛
成
か
、
反
対
か
、
の
論
点
は
非

常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
し
て
、
双
方
の
主

張
は
感
情
論
の
ま
ま
、
不
毛
な
平
行
線
を
た

ど
っ
て
い
る
。

　
特
に
現
在
、
反
対
派
の
集
中
砲
火
を
浴
び

て
い
る
の
が
和
歌
山
県
太
地
町
で
行
わ
れ
て

い
る
「
イ
ル
カ
追
い
込
み
漁
」
で
あ
る
。
金

属
音
で
脅
し
て
群
れ
を
入
江
に
追
い
込
み
、

一
網
打
尽
に
し
て
生
け
捕
り
や
屠
殺
す
る

の
だ
が
、
屠
殺
し
た
際
の
血
で
赤
く
染
ま

る
入
江
は
、
話
題
に
な
っ
た
映
画

「
T
H
E
　
C
O
V
E
（
ザ
・
コ
ー
ヴ
）」

で
の
あ
ま
り
に
も
残
酷
な
映
像
で
、
観
る

者
に
衝
撃
を
与
え
る
。

　
捕
鯨
賛
成
派
の
日
本
側
だ
が
、
世
界
的

に
は
ず
い
ぶ
ん
と
分
の
悪
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

　
海
洋
資
源
の
保
護
や
水
銀
含
有
量
と

い
っ
た
科
学
的
な
側
面
や
、
古
来
か
ら
の

捕
鯨
文
化
・
食
文
化
と
い
っ
た
文
化
的
な

側
面
な
ど
全
て
の
面
に
お
い
て
、
鯨
・
イ

ル
カ
漁
の
是
非
を
日
本
人
と
し
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

　
第
１
話
で
題
名
に
も
な
っ
て
い
る
『
人
は

見
た
目
が
９
割
』
だ
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
、

そ
こ
か
ら
著
者
自
身
の
劇
作
・
漫
画
原
作
・

舞
台
演
出
や
俳
優
教
育
の
仕
事
の
経
験
を
活

か
し
、
漫
画
も
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く

『
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
術
の
数
々

を
説
明
し
て
い
る
。

　
日
本
の
学
校
教
育
で
は
、
言
葉
だ
け
が
伝

達
の
手
段
と
し
て
教
え
ら
れ
、
お
互
い
に
あ

ま
り
語
ら
ず
と
も
察
す
る
事
を
重
ん
じ
る
。

こ
れ
を
著
者
は
日
本
流
と
し
、
語
る
だ
け

で
な
く
身
振
り
・
手
振
り
も
加
え
て
自
分

の
意
見
を
通
す
の
が
ア
メ
リ
カ
流
。

　
物
事
を
、
会
社
の
人
や
他
人
、
恋
人
に

正
確
に
伝
え
る
に
は
、
後
者
の
ア
メ
リ
カ

流
の
方
が
伝
わ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
他
人
か

ら
受
け
取
る
情
報
の
う
ち
言
葉
は
７
％
し

か
無
く
、
声
の
質
・
大
き
さ
・
テ
ン
ポ
が

33
％
、
顔
の
表
情
が
55
％
と
、
言
葉
以
外

が
な
ん
と
９
割
以
上
で
あ
る
事
が
実
験
で

証
明
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
女
性
の
嘘
が
見
破
れ

な
い
理
由
や
、
礼
儀
作
法
の
項
な
ど
に
納

得
す
る
こ
と
ば
か
り
で
、
人
生
に
大
い
に

役
立
つ
一
冊
で
あ
る
。
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逆
さ
で

読
ま
れ
へ
ん
。

手
抜
き
じ
ゃ
な
い
、

文
化
だ
。
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Ⅰ
：
印
刷
現
場
の
指
揮
官

Ｎ
：
印
刷
品
質
の
管
理
人

Ｄ
：
海
外
駐
在
歴
14
年

Ｏ
：
海
外
駐
在
歴
１
年

Ｍ
：
デ
ザ
イ
ナ
ー

優
れ
た
も
の
づ
く
り
技
術
を
自
負
す
る
日
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の
実
力
は
印
刷
物

に
も
言
え
る
こ
と
な
の
か
。
経
験
豊
富

な
印
刷
マ
ン
た
ち
が
海
外
の
印
刷
物
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
品
評
し
ま
し
た
。

南アフリカの
動植物図鑑

ベトナムのトラベル雑誌

❷

パリの
バス観光パンフレット❸

ウィーンの市街観光MAP

❺

ハワイの自然観光パンフレット

❹

❶

手抜きか文化か

海外印刷
覆面座談会



め
ん 悠

久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す
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ラ
メ
ン
で
温
ま
ろ
う

奈
良
の
細
道
「
ラ
ー
メ
ン
」

奈
良
モ
ノ
語
り
「
傘
」

ま
ち
か
ど
探
索
「
奈
良
公
園
」

奈良観光擬人化
キャラクター
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